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１．投稿資格：本誌への投稿は原則として弘前医学会
会員に限る．

　　ただし，筆頭著者が学部学生で，指導教員が共著
者であり弘前医学会会員である場合は，この限り
ではない．

２．投稿の種類
　⑴種類：本誌への投稿の種類は（原則として）総説 

（Review）， 原 著 （Original Article）， 症 例 研 究 
（Case Study）とする．その他に弘前医学会の抄
録，弘前大学医学部学術賞の概要，および当地方
において定期的に開催され，編集委員会が適当と
認めた学会などの記録，演題，抄録およびその他
を掲載する．

　⑵ CPC 報告：弘前大学医学部附属病院卒後臨床研
修における CPC の報告は症例研究として受け付
ける．執筆規定は症例研究のそれに準じ，原稿本
文の末尾の（　）内に弘前大学医学部附属病院
CPC の報告である旨を記載する．

３．投稿方法：原稿は，弘前大学附属図書館医学部分
館内の弘前医学編集委員会宛メール（medj98@
hirosaki-u.ac.jp）に投稿ファイルを添付して提出
する．投稿ファイルはすべて PDF ファイルとし，
ファイル名を [著者氏名]_manuscript.pdf　〈例〉
弘前太郎 _manuscript.pdf，  [著者氏名]_Figure.
pdf　〈例〉弘前太郎 _Figure.pdf とする．ファイ
ルサイズは，1ファイルあたり10MB以下とする． 

４．論文の査読：投稿された論文はすべて，原則とし
て弘前医学編集委員 2 名によって査読される．専
門的に係わる場合には，編集委員以外の教員に
よっても査読される．査読の後，編集委員会は投
稿論文の体裁及び内容について修正を求めること
がある．論文の採否は編集委員会において決定す
る．なお，査読後に修正を求められた場合，求め
られた日から 3 ヶ月以上経過して再投稿された場
合には新規の論文投稿とみなす．

５．原稿の記載形式：英文論文は，全て英文で⑴表紙，
⑵抄録（Abstract），⑶本文，⑷利益相反，⑸謝辞，
⑹文献，⑺図の説明，⑻表，⑼図，の順で，和文
論文に関しては，⑴和英両語の表紙，⑵和文抄録，
⑶英文抄録，⑷本文，⑸利益相反，⑹謝辞，⑺文
献，⑻図の説明，⑼表，⑽図，の順で保存し，提
出する．

６．論文の執筆規定 
　⑴用紙，形式，長さ：①用紙は A4 判を用い，本文

は Word，表は Word や Excel で作成する．図は
TIFF 形式で保存する．手書きの原稿は受け付け
ない．投稿の際は PDF ファイルで受付けるが，
論文受理後に印刷用データとして PDF 変換前の
ファイル提出を依頼するので，手元に必ず保存し
ておくこと．

　　②原稿 1 ページにダブルスペースとする．
　　�③論文の長さは特に規定しないが，原則とし

て，原著は刷り上がりで（図がない場合和文原稿
1600 字で刷り上がり 1 ページ）10 ページ以内，
写真・図表は 8 点以内，総説は 20 ページ以内，
写真・図表は 10 点以内，症例研究は 5 ページ以
内，写真・図表は 2 点以内，CPC の報告は 3 ペー
ジ以内，写真・図表は 1 点以内を基準とする．

　　④論文は表紙からページ番号を下辺中央に記載す
る．

　　⑤論文の本文に行番号を振ること．

　⑵表紙の記載：原稿には表紙を付ける．
　　�英文論文は，全て英語で①投稿の種類，②論文題

名（文頭大文字），③ローマ字著者名（例 Taro 
Tanaka），④所属名，⑤ランニングタイトル（50
字以内スペース含む），⑥希望別刷部数（朱書），
⑦論文校正責任者（Correspondence），⑧連絡先

（所属，TEL, FAX, e-mail）を記載する．
　　和文論文は，最初に和文で①投稿の種類，②論文

題名，③著者名，④所属名，次に①～④を英文論
文と同様に記載し，最後に和文で⑤ランニング
タイトル（20 字以内），⑥希望別刷部数（朱書），
⑦論文校正責任者名，⑧連絡先（所属，TEL，
FAX，e-mail）を記載する．

　　なお，投稿の種類は，総説（Review），原著（Original 
Article），症例研究（Case Study）とする．

　⑶和文抄録および英文抄録：和文抄録（A4 判）は
400 字以内，英文抄録（A4 判）は 200 語以内，
ダブルスペースを基準とする．

　⑷ Key words：和文抄録には和文によるキーワー
ド を， 英 文 抄 録（Abstract） に は 英 文 の Key 
words を 5 語以内付ける．

　⑸書体と用語：①現代かなづかいのひらがな，常用
漢字を用い，十分に推敲した原稿とする．和文論
文の書体は原則として明朝体とし，ゴシック体な
どは使用しない．英文論文も 12-14 ポイントの読
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みやすい書体（例えば Times 等）を用い，太い
書体は使用しない．

　　②学名はイタリック体とする．術語は日本医学用
語委員会制定の用語を用いる．

　　③度量衡の単位及び記号：単位は原則として国際
単位系（SI）を用いピリオドを付けない．

　　④弘前医学会抄録の書体及び用語についても同様
とし，「弘前医学」投稿規定を遵守すること．

　⑹文献：①引用順に該当箇所の右肩に片括弧で番号
を付け，本文末尾に一括する．なるべく 30 編以
下とする．

　　②雑誌名の省略は，PubMed や医学中央雑誌収
載誌検索などに従って行う．

　　③著者が 7 名までの時には全員列記し，8 名以上
の時には最初の 7 名を記して，他，et al. とする．

　　④文献記載形式は基本的には Vancouver Style 
とし，原則として，著者名（authors），標題（title），
雑誌名（journal），発行年，巻（volume），ペー
ジ（pages, 始－終）の順とし，単行本の場合は
下記の例を参考とする．省略のピリオドは打たな
いこととし，句読点に注意すること．電子資料の
場合は，ウェブサイトの名称，媒体（CD-ROM 等）
/URL, DOI（付与されている場合），参照日を付
すこと．

　　⑤英文論文における日本語文献は，公式英文タ
イトルが設定されていない場合は，ローマ字 （40
文字以上となる場合は，（. . . ）で省略）と漢字の
両方併記で記載すること．但し，書名・誌名は
ローマ字で省略せず記載すること．末尾には （in 
Japanese） を記載．

　　例を下に列挙する．

　　雑誌の場合
1）	 松江 一，高垣啓一，中村敏也，真嶋光雄，五十

嵐 - 相馬省子，遠藤正彦．結合組織を形成してい
るグリコサミノグリカンの分解機構について．弘
前医学．1985;37:189-201.

2）	 Kimura M, Kurotaki H, Mikami T, Fukuda 
M, Yamabe H, Ozawa K, Fukushi K. Light 
and electron microscopical studies on renal 
amyloidosis with nephrotic syndrome. Hirosaki 
Med J. 1987;39:93-106.

　　単行本の場合
3）	 日野原重明．水と電解質の臨床．4 版．東京 : 医

学書院 ; 1965．p.81-6.
4）	 M e l t z e r  P S ,  T r e n t  J M .  C h r o m o s o m e 

rearrangements in human solid tumors. In: 
Vogelstein B, Kinzler KW. editors. The genetic 
basis of human cancer. New York: McGraw-Hill; 
1998. p.143-60.

電子資料の場合
5）	 田中里奈，松坂方士．青森県委託事業 青森県

がん登録データの活用による がん検診精度管
理モデル事業 平成 28 年度 報告書．青森県がん
情 報 サ ー ビ ス．https://gan-info.pref.aomori.jp/
public/attachments/article/2660/28seidokanri_
houkokusho.pdf. 2017. p.24-40.（ 参 照 2020 年 05
月 18 日）

6）	 Grira M, Boulvain M, Janssens JP. Inflammatory 
syndrome as the initial manifestation of 
retroperitoneal tuberculosis in a pregnant 
woman. Eur J Case Rep Intern Med. 2018; 5

（7）: 000865. doi: 10.12890/2018_000865 （accessed 
2020-05-18）

　⑺表，図：解像度が規定に達しない図は受領されな
い．①すべての図について最低解像度はハーフ
トーン 300 dpi，カラーもしくはコンビネーショ
ン（線画や文字を含むハーフトーン）600 dpi，白
黒（線画）のみ 1000 dpi とする．

　　②挿入場所の指定は，文中に明記する．
　　③表，図にはそれぞれ通し番号を付ける．図の説

明文は別紙にまとめて記す．

７．その他
　⑴倫理規定：ヒトによる臨床研究を発表しようとす

るとき，本学で行われる研究については本学医
学研究科倫理委員会の定める規程（http://www.
med.hirosaki-u.ac.jp/web/rinri.html），本学以外
で行われる研究については当該研究機関の定める
規程を遵守し，当該研究機関からの承認を得たも
のでなければならない．論文には倫理委員会等
からの承認があること，インフォームド・コン
セントを得ているかを明記する . また，動物実験
の成果を発表しようとするとき，本学で行われ
る研究については弘前大学動物実験に関する規
程（http://www.hirosaki-u.ac.jp/reiki/act/print/
print110000206.htm），本学以外の研究機関で行
われる研究については当該研究機関の定める規程
を遵守し，当該研究機関からの承認を得たもので
なければならない．動物実験が適切に行われた
ことを示すため，例えば「本実験は弘前大学動物
実験指針に沿って行われた」，英文論文の場合は
“The experiment was performed in accordance 
with Guidelines for Animal Experimentation, 
Hirosaki University.” と文中，又は文末に明記す
る．査読の結果，証明書の提示を求めることがあ
る．

　⑵利益相反：投稿に当たっては，全ての著者の投
稿論文内容と関連する利益相反の有無を記載す
る．また，利益相反がある場合は，その旨の詳細



も記載する．例えば，「全ての著者に，本研究内
容に関する利益相反はありません」．英文論文の
場合は “All authors have no conflicts of interest 
directly relevant to the content of this article.” 
“Author A received a research grant from Z.” 
と文中に明記する．詳細は弘前大学医学研究科

「医学研究（臨床研究等）利益相反マネジメン
ト」（http://www.med.hirosaki-u.ac.jp/web/rieki.
html）を参照し，「医学研究（臨床研究等）に係
る利益相反マネジメント規程」および臨床研究法
における利益相反管理ガイダンスにもとづく書式
A から E に記載されている申告すべき内容に該
当するかどうかを判定する．

　⑶統計：実験研究データの解析に当たっては，適切
な統計的手法が用いられなければならない．特に，
2 つ以上の多集団の比較や同じ集団での繰り返し
測定結果の比較など，t- 検定の誤用が問題となる
場合が多々あるので注意する．また，「統計学的
に有意差は認められなかったが，一定の傾向が示
唆された」などという検定結果を無視する記載は
認められない．統計計算に当たっては例えば以下
の文献や医学統計解説サイトなどを参照のこと．

　　Wallenstein S, Zucker CL, Fleiss JL. Some 
statistical methods useful in circulation research. 
Circ Res. 1980;47:1-9.

　⑷著者校正：原則として初校のみとする．校正の段
階での大幅な加筆や訂正は許されない．

　⑸投稿料：学術機関誌「弘前医学」に論文を投稿す
る時は，新規投稿 1 編につき投稿料 10,000 円支払
うものとする．（弘前医学会会則（会費及び投稿料）
第 6 条 2 項）投稿料の支払先は弘前医学会とする．

　⑹掲載料：原著の場合刷り上がり 10 ページまで，
総説の場合刷り上がり 20 ページまで，症例研究
の場合刷り上がり 5 ページまで，CPC 報告の場
合刷り上がり 3 ページまでは無料とする．別途料
金に関しては，超過ページ：1 ページにつき 6,000
円，特別の費用を要するカラー写真の掲載 : 1 ペー
ジにつき 10,000 円を徴収する．

　⑺別刷の費用は別に通知する．

　⑻不明の点については，弘前大学附属図書館医学
部分館内，弘前医学編集係（内線 5231，e-mail: 
medj98@hirosaki-u.ac.jp）へ問い合わせること．

弘前医学編集委員会

著作権
・本誌に掲載された著作物の著作権（複製権および公

衆送信権）は，弘前医学編集委員会に帰属する．
・本誌に掲載された著作物は，冊子による発行のほか，

弘前医学編集委員会が承認したデータベースシステ
ムにより電子化しインターネットで公開できるもの
とする．
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正誤表（errata）

「弘前医学」第 75 巻 1 号
本書にて下記のとおり誤りがございました．お詫びして訂正いたします．

P1  Correspondence
（誤）　　 Correspondence: H. Takahashia　→　（正）　　 Correspondence: H. Takahashi
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